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共用機器を用いた医師と企業のコラボレーション

ワクチンアジュバントの重要性

11C-PiBを用いたPET画像
（左：アルツハイマー型認知症と診断）

患者の臓器を再現した立体モデル 神戸大学先端膜工学研究拠点 平成27年度活動報告会（215名参加）

CV RESCUE

FILTUBE®

放射性物質
汚染水処理用吸着剤

関西ライフイノベーション戦略プロジェクト
―持続可能な先進的創薬・医療技術開発拠点を目指して―

地域イノベーション戦略

　関西が有するライフサイエンス分野の高いポテンシャル（基礎および臨床研究力、医療関連
の産業力）を活用した革新的医薬品や医療機器の事業化及び再生医療・先制医療の実現化を目
指して、科学技術・産業の両面にわたる総合力と国際競争力の強化によりライフイノベーション
を推進し、健康な長寿社会の実現に貢献します。本事業では、がん・難病治療薬、ワクチン、再生
医療の事業化に向けた研究開発とイノベーション人材の育成に取り組んでいます。

【事業概要】

1. アジュバントの開発
　アジュバントとはワクチンの効果を改善するために使用される免疫増
強剤の一種です。ワクチンの種類によってはアジュバントがないと免疫
ができないもの、また免疫力が弱い新生児や高齢者には十分な効果が
得られないものが
あります。そのため
現代のワクチン開
発では、アジュバン
トは必要不可欠と
されています。本
事業により、安全で、
有効性が高い、新し
いアジュバントの
開発を行っています。

2. PET（陽電子断層映像法）薬剤自動合成システムの開発
　PETは、体内の微小な機能変化や病態を画像化することができる大
変有用な技術です。しかし、検査時に投与されるPET薬剤は、半減期の
短い放射性同位元素を使っていることから、使用可能時間が非常に短
く、病院内で合成することが基本です。また、放射線から製造者を守る
ために、ホットセル(鉛箱)の中で自動合成する必要があります。そのた
めの合成システムの開発はPETを活用するための重要な課題です。本
研究はPET薬剤の自動合成から臨床使用までの流れの確立を目的とし
ています。

3. 研究設備・機器の共用化による医療機器開発
　地域の研究機関、団体が本事業等で神戸医療機器開発センターに整備
した、消化器内視鏡システムや画像診断システム等を使用し、医療機器の
開発を推進しています。
　約80の研究機関、企業等で構
成する「医療イノベーション神戸
連携システム」では、本施設を活
用し生体ブタを使用した検証や、
医師と企業が意見交換しやすい
相互協力が可能な地域環境を整
備することで、イノベーションを
実現する医療機器の開発に繋げ
ています。

【主な成果】

1. インフルエンザワクチン用アジュバントの開発　
　現行の季節性インフルエンザワクチンはインフルエンザ
感染歴がない子供に対して効果が弱く、インフルエンザワク
チンに適したアジュバントの開発が急務です。本事業により
医薬品の添加剤として用いられているハイドロキシプロピル
－β－シクロデキストリンがインフルエンザワクチンのアジュ
バントとして有効であること見い出し、実用化に向けて臨床
試験の準備を進めています。

2. 院内製造したPET薬剤による臨床研究
　がんやアルツハイマー型認知症、パーキンソン病など様々
な病気の診断や治療効果判定に用いることができる9種類
のPET薬剤を合成する薬剤合成カセット(合成用流路をあら
かじめ組み立てたもの)と合成システムのプログラムを開発し、
臨床で使用できるようにしました。
　さらに、これらの薬剤はすべて同じ自動合成装置で合成す
ることができるため、病
院の空間的・経済的圧
迫が大きく抑えられます。
先端医療センターでは、
これらのPET薬剤を利
用した研究が活発に行
われています。

3. 内視鏡用高周波止血鉗子、臓器立体モデル等の製品化
　医師と企業が共同で設備・機器を利用することで、イノ
ベーションを実現する優れた製品開発を実現してきました。
平成26年度に製品化・発売された内視鏡用高周波止血鉗子
「コアグラスパーG」は内視鏡的粘膜下層剥離術用処置具で
あり、効率的なピンポイント
止血が可能になりました。
また、3Ｄプリンターを用い
て製作される臓器立体モデ
ルも製品化・発売され、生体
質感造形技術により製作さ
れているため切り取ること
が可能で、より実践に近い
訓練が可能となりました。

【主な成果】
　神戸大学及び兵庫県立大学において、多くの産学官共同研究
が実施中であり、膜本体や膜使用製品、バイオ凝集剤や吸着剤が
上市もしくは製品化の段階にあります。
　また、水処理技術の国際展開も視野に入れ、海外の大学との
共同研究も推進しており、神戸大学は水処理膜の分野でインドネ
シアのバンドン工科大学と、兵庫県立大学は凝集剤の分野で
オーストラリアのカーティン大学と共同研究を行っています。

●国際競争力強化地域（平成24年～28年度）

関西ライフイノベーション
戦略推進地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…大阪医薬品協会、大阪商工会議所、
　　神戸商工会議所
学…大阪大学、神戸大学、大阪市立大学、
　　先端医療振興財団
官…大阪府、兵庫県、大阪市、神戸市
金…池田泉州銀行、三井住友銀行
支援機関…千里ライフサイエンス振興財団

　関西地域の強みであるライフサイエンス関連の研究機関、医療機関、企業
の高いポテンシャルを活用し、地域が一体となって革新的な医薬品や医療機
器・医療技術の開発に取り組みます。これにより、がん・難病などの病気の克
服や予防、ＱＯＬの向上に貢献するとともに、日本の成長エンジンの一翼とし
て科学技術・産業の両面にわたり国際競争力を高めていきます。

略歴：大阪大学医学部教授、医学部
長、総長、内閣府総合科学技術会
議議員等を歴任。現（公財）千里ラ
イフサイエンス振興財団理事長。

プロジェクトディレクター

岸 本 　 忠 三

地域イノベーション戦略
　21世紀の世界的水不足に対応するため、我が国唯一の膜研究拠点である神戸大学・先端膜工学
センターと兵庫県立大学を核として、国内外の研究者を集積し、強固な産学官連携により、革新的
分離膜と水処理システムの開発及び産業化を推進するグリーンイノベーション拠点を形成します。
県下のスーパーコンピュータ「京」や大型放射光施設「SPring-8」等の世界的科学インフラの活用と
ともに、次世代を担う人材育成や国際交流の推進により持続的イノベーションの創出を目指します。

　21世紀は世界の人口が爆発的に増大します。そのため、飲料水・工業用水の量
と質の確保、そして水質汚染への対応が喫緊の課題となり、水処理技術の高度化
が地球規模の課題としてクローズアップされています。本事業では、兵庫県に集
積する「知」を活用して水ビジネス関連企業のクラスター形成と、産学官金の連
携による国内外の市場における事業化を推進し、高信頼・省エネルギー・低環境
負荷の安全・安心で経済的な社会の実現を目指しています。

略歴：昭和５２年川崎重工業に入
社。水処理プラントの設計を中心
に研究開発も担当。平成２６年現
職に就任。水道部門技術士。

プロジェクトディレクター

時 本 　 博 司

地域の大学・企業の連携のもと、水処理分野の研究・開発・事業化を
推進する世界をリードするグリーンイノベーション拠点の創出

●国際競争力強化地域（平成24年～28年度）

ひょうご環境・エネルギーイノベーション
クラスター戦略推進地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…兵庫工業会
学…神戸大学、
　　兵庫県立大学
官…兵庫県、
　　ひょうご科学技術協会、
　　新産業創造研究機構
金…みなと銀行
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http://www.kansai-life-innovation.org/ http://hyogo-water.com/

事業の内容

【事業概要】
1．研究開発の推進
　国内外から6名の研究員を招へいし、参画企業と大学が中心となって研究
開発を推進しています。
　神戸大学には、革新的分離膜開発のための孔構造制御、膜表面改質による
ファウリング（目詰まり）の抑制などの研究を実施しているほか、正浸透を利
用した次世代膜「FO（ｆorward osmosis）膜」や放射性汚染物質除去のため
の膜、新しい水処理システムの研究開発を実施しています。
　兵庫県立大学では、膜の前処理に有効で環境に優しいバイオ凝集剤と廃棄
物から製造することが可能な放射性物質汚染水処理用吸着剤の研究開発を
行っています。

2．人材育成プログラムの開発及び実施
　地域イノベーション戦略を実現する人材を育成するため、2名のプログラム
開発者を神戸大学に配置しています。具体的には、科学技術に関する専門的
知識だけでなく、経営的かつ国際的視点も持った人材を育成するために、
企業の若手人材等を対象として「グローバル・ウォータースクール」、「先進科
学技術活用力養成プログラム」及び「プロジェクト参画型イノベーション教育
プログラム」の3つのプログラムを実施しています。

3．知のネットワークの構築
　新産業創造研究機構に2名のコーディネータを配置し、ネットワークの構築
活動をするとともに、研究開発のシーズを整理し、企業ニーズとのマッチング
を行うことにより、事業化を支援しています。また、地域の企業の交流の場と
するとともに技術力や事業化力を引き出すため、「ひょうご水ビジネス研究
会」を開催しています。

4．研究設備・機器の共用化
　神戸大学に2名のスタッフを配置し、神戸大学、兵庫県立大学、兵庫県立工
業技術センターの研究設備・機器の企業利用を支援しています。機器の利用
拡大活動や利用者アンケートを実施することで企業の研究開発の加速及び
事業化を支援しています。

事業の内容

1. FILTUBE®

　神戸大学と積水化学工業が連携
し、上下水処理や産業用排水処理向
けの水処理膜を開発し、水処理膜
モジュール及びユニット「FILTUBE®」
として発売しています。同社開発の
新素材を用いた中空糸膜（ストロー
状の膜）を使用することによりろ過
による膜汚れが少なく、高い透水性
能を実現しています。

2. CV RESCUE
　神戸大学とニューメディカ・テック
が連携し、逆浸透膜を利用した
緊急災害用浄水器を開発しまし
た。雨水をろ過することにより、
わずかな電力で１日に460ℓの飲
料水を製造することが可能です。
ソーラーパネル駆動も可能な省エネ・超小型の浄水器です。

3. 放射性物質汚染水処理用吸着剤
　兵庫県立大学と大手化学メーカーが
連携し、セシウムとストロンチウムを同
時かつ高効率に処理することが可能な
チタノシリケート系吸着剤を開発・商品
化しました。セシウムとストロンチウム
をそれぞれ高効率に処理する吸着剤は
ありましたが、本吸着剤は高効率と同
時処理を両立することにより、放射性
物質汚染水処理の効率化・低コスト化を目指します。


